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圏の圏 Catは 2-categoryと呼ばれる構造を持っている．そこで 2-categoryを Catの
一般化とみなしたときに，圏論を 2-categoryへ一般化できるかという問題を考えること
ができる．2-category の例としては例えば V -豊穣圏がなす V -Cat があるから，このよ
うな一般化ができると，圏論での議論をそのまま V -豊穣圏に適用できたりして嬉しい．
ところで全ての概念は Kan拡張だったから，まずは Kan拡張が 2-categoryへ一般化
できるかというのが問題となるが，これは Kan拡張と 2-categoryの定義を知っていれば
容易に可能である．
しかし圏論をやっていると，重要なのは Kan 拡張よりもむしろ各点 Kan 拡張だと分
かってくる．すると各点 Kan 拡張が 2-category へ一般化できるかを考えたくなる．実
際，[3]では V -Catにおける各点 Kan拡張が定義されている．
実はコンマ圏は 2-category へ一般化できる (コンマ対象という) ことが知られている．
故にコンマ対象を使って各点 Kan拡張を定義することができる．しかしこの定義は上記
の [3]での定義とは一致しないことが知られている．つまりコンマ対象を使った各点 Kan
拡張は応用上問題が発生するのである．
本講演では，この問題を解決するための手法として「yoneda structure」「proarrow

equipment」「double category」とこれらの間の関係について概説する．
前提知識は，(通常の)圏論はもちろんのこと，豊穣圏論の基本，Grothendieck fibration
の定義，bicategoryの知識 (特に bilimit/bicolimit)などである．なお bicategoryの入門
については [1]，豊穣圏論については [2]も参照のこと．
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